
35歳以上の「障害」のある働く⼈が求める
サポートに関する調査

調査の⽬的

障害のある⼈が年をとっても、安⼼して働き続けることができ、なりた

い⾃分に成⻑できる職場をつくるために、今、どのような問題があり、

その問題を解決するために何が必要かを調べる調査です。調査結果は、

みんなが働きやすい社会をつくるための検討を国が⾏う時などに活⽤し

ます。

回答をお願いしたい⽅

2024年４⽉１⽇時点で「35歳以上」で、会社に雇われている障害のあ

る⽅

注意事項



● アンケートには名前、住所など個⼈を特定する情報は⼊⼒しないで

ください。

● 本調査に参加するかどうかは⾃由です。答えたい質問にだけ答えて

いただいても⼤丈夫です。

● 答えた内容により、あなたが誰かに指摘を受けたり、困ることにな

ることはありません。

● 後から答えを直したい場合はその箇所まで質問をさかのぼって直す

ことができます。

● 調査を途中でやめた場合も、同じ端末かつ同じブラウザであれば、

やめた箇所から回答を再開することができます（回答の保存期限は１週

間です）。

● あなた以外の⼈も使⽤できる端末で回答すると、他の⼈があなたの

回答を⾒ることができます。もし、回答を⾒られたくない場合は、あな

ただけが使⽤する端末で回答してください。

● 2024年5⽉31⽇までに回答してください。

回答結果の管理

回答結果は関係法令及び当機構の規定に基づき、障害者職業総合センターにおい
て厳重に管理します。

回答結果は統計的に分析して活⽤します。個別の状況を把握するものではありま
せん。また、回答結果の保存、分析、発表等においては個⼈情報を特定しないも
のとします。

調査結果は調査研究報告書やその他の公表物・学会において公表する予定です。

回答結果は現在所属の企業に提供されません。



問い合わせ先

独⽴⾏政法⼈ ⾼齢・障害・求職者雇⽤⽀援機構               

障害者職業総合センター

担当︓ 武澤、堀（社会的⽀援部⾨）

〒261-0014 千葉市美浜区若葉３－１－３

電話︓ 043-297-9117、9075 （⽉〜⾦ 9:15〜17:30）

FAX︓ 043-297-9057

電⼦メール︓ ssdiv@jeed.go.jp

Webサイト︓ https://www.jeed.go.jp/（機構) 

       https://www.nivr.jeed.go.jp/（センター）

 回答をはじめる



あなたについてうかがいます

問1．あなたは何歳ですか。年齢を記⼊してください。

問2．あなたの障害について、診断を受けたのは何歳ですか。診断を受けた年齢を

⼊⼒してください。覚えていない あるいは 分からない場合は「×」を⼊⼒して

ください。

年齢を半⾓数字で⼊⼒してください

年齢を数字で⼊⼒してください

戻る 3% 次へ
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問3．あなたが診断を受けた障害について、あてはまるもの全て選んでください。

【いくつでも選べます】

視覚障害 聴覚障害

⾳声・⾔語障害 肢体不⾃由

内部障害 知的障害

精神障害 発達障害

⾼次脳機能障害 難病

認知症

問4．あなたが持っている障害者⼿帳とその等級について、あてはまるもの全て選

んでください。

【いくつでも選べます】

戻る 5% 次へ
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⾝体障害者⼿帳
療育⼿帳（「愛の⼿帳」「み
どりの⼿帳」等）

精神障害者保健福祉⼿帳 障害者⼿帳は持っていない

5%



あなたが持っている⾝体障害者⼿帳の等級を１つ選んでください。

【１つだけ選べます】

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

戻る 8% 次へ



あなたが持っている療育⼿帳（「愛の⼿帳」「みどりも⼿帳」等）の等級を１つ選

んでください。

【１つだけ選べます】

A A１

A２ B

B１ B２

C マルA

マルB １度

２度 ３度

４度

戻る 11% 次へ



あなたが持っている精神障害者保健福祉⼿帳の等級を１つ選んでください。

【１つだけ選べます】

１級 ２級 ３級

戻る 14% 次へ



あなたの仕事や職場についてうかがいます

問5．あなたが今、勤めている会社について、あてはまるもの1つを選んでくださ

い。

【１つだけ選べます】

⼀般企業 特例⼦会社

就労継続⽀援A型事業所
公務部⾨（県庁、市役所な
ど）

問6．あなたの障害について、あなたの職場の⼈は知っていますか。あてはまるも

の１つを選んでください。あなた⾃⾝が説明していなくても、⽀援者など他の⼈が

会社や職場の⼈に説明した場合も含みます。

【１つだけ選べます】

戻る 16% 次へ



上司や同僚のほとんどが知
っている

ごく⼀部の⼈（⼈事担当者
や現場の責任者など）だけ
が知っている

誰も知らない 分からない

16%



問7．あなたが今、勤めている会社はあなたが就職した何社⽬の会社ですか。何社

⽬か数字を⼊⼒してください。初めて就職した会社の場合は「１」と⼊⼒してくだ

さい。

問8．あなたの今の雇われ⽅の種類について、あてはまるもの１つを選んでくださ

い。

【１つだけ選べます】

正社員 契約・嘱託社員

派遣・請負労働者 パート、アルバイト

問9．あなたが今の会社で仕事をし始めたのは何歳の時ですか。年齢を⼊⼒してく

ださい。覚えていない場合は、「×」を⼊⼒してください。

今勤めている会社があなたにとって何社⽬かを数字で⼊⼒してください

年齢を数字で⼊⼒してください戻る 19% 次へ



19%



問10．あなたが今、担当している主な仕事について、あてはまるもの１つを選ん

でください。

【１つだけ選べます】

⼈や仕事の管理に関する仕事             
例）部下に仕事を指⽰した
り、部下の仕事の進み具合を
⾒て必要なサポートをする仕
事

ものを調べたり、新しいもの
を作るための⽅法を考える仕
事             
例）⾷品の加⼯・製造、シス
テムを開発する仕事  

法務・経営・芸術に関する仕
事            
例）デザイン、図書館(室)の
仕事、画像・映像を作る仕事

病気を治したり、看護する仕
事            
例）看護師、看護助⼿、医
師、薬剤師、理学療法⼠、鍼
灸・マッサージ、臨床検査技
師

戻る 22% 次へ



⼈に教える仕事       
例）学校や塾の先⽣、保育
⼠

事務に関する仕事      
例）書類・資料の作成・整
理・管理、書類・データの
チェック、郵便物を送った
り、受け取ったり、仕分け
る仕事、コピー・印刷、連
絡調整、電話対応、会計事
務、データ⼊⼒、備品など
の物品管理

ものを売る仕事       
例）販売、営業、値付け

福祉・介護に関する仕事 
例）介護職、介護補助、⼊
浴介助

クリーニングや調理などの
サービスに関する仕事   
例) 洗濯・リネン、飲⾷店・
喫茶店などの接客、施設等
の受付

警備に関する仕事      
例）施設の警備・⾒回り、
駐⾞場の誘導・交通整理、
守衛

22%



農業・林業・漁業に関する
仕事           
例）農作業、植物を育てる
仕事、園芸、動物を育てる
仕事

ものを作ったり、直す仕事 
例）機械の部品を作った
り、組み⽴てる仕事、作っ
たものがすぐに壊れないか
試験をしたり、故障してい
ないか検査する仕事、作っ
たものの性能を調べる仕事

乗り物で⼈やものを運ぶ仕事            
例）ものを⼈に届ける仕事、
配送、運転

建設・⼟⽊・電気⼯事に関
する仕事           
例）建物を建てる仕事、計
画どおり⼯事が進んでいる
か点検する仕事

そうじ・運搬・包装・ピッ
キングなどに関する仕事  
例）仕分け、荷受け、出
荷、梱包、品出し、ものを
別の場所に移動する仕事

22%



問11．あなたは１⽇のうち何時間働いていますか。また、１週間のうち何⽇、働

いていますか。時間数と⽇数を⼊⼒してください。覚えていない場合は「×」を⼊

⼒してください。

あなたは１⽇に何時間働いていますか。 ※ 休憩時間、残業時間はいれないで
ください。

数字で⼊⼒（単位︓時間）

あなたは週に何⽇働いていますか。

数字で⼊⼒（単位︓⽇）

戻る 24% 次へ



問12．以下の①から⑥の項⽬は、あなたの職場にどのくらいあてはまりますか。

「ちがう」「ややちがう」「まあそうだ」「そうだ」の中からあてはまるもの１つ

を選んでください。

【それぞれの質問について１つずつ選べます】

 
ち
が
う

や
や
ち
が
う

ま
あ
そ
う
だ

そ
う
だ

① 私たちの職場では、ともに働こうという姿勢がある

② 私たちの職場では、お互いに理解し認め合っている

③ 私たちの職場では、仕事に関連した情報の共有ができてい
る

④ 私たちの職場では、助け合おうという雰囲気がある

⑤ 私たちの職場では、お互いに信頼し合っている

⑥ 笑いや笑顔がある職場だ

戻る 27% 次へ



問13．あなたが年を取ってから、体調が悪くなったり、体⼒が落ちたり、家庭環

境が変わることにより、以前と⽐べて仕事ができなくなったこと（ミスが増えた、

能率が低下したなど）はありますか。あなたの状況にあてはまるもの１つを選んで

ください。

【１つだけ選べます】

以前と⽐べて仕事ができな
くなったことは ⼀度もなか
った

以前と⽐べて仕事ができな
くなったことがあった

戻る 30% 次へ



問14．「以前と⽐べて仕事ができなくなった」のは、あなたが何歳の時ですか。

年齢を⼊⼒してください。覚えていない場合は「×」を⼊⼒してください。

年齢を数字で⼊⼒してください

戻る 32% 次へ



問15．「以前と⽐べて仕事ができなくなったこと」について、あなたは⾃分でど

のような対応をしましたか。あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

仕事をやりやすくする道具を 
つかって仕事ができるように
した

残業をして仕事を締切に間に
合わせるようにした

しっかり寝る、休みを⼗分に
取るようにした

運動をして体⼒をつけるよう
にした

職場の上司や同僚、産業医、
看護師、保健師などに相談し
た

職場外の専⾨家（就労⽀援機
関の職員や病院の主治医な
ど）に相談した

その他 特に対応はしなかった

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

どのような対応をしたか⼊⼒してください

戻る 35% 次へ



35%



問16．「以前と⽐べて仕事ができなくなったこと」について、あなたの職場はど

んな対応をしましたか。あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

担当する仕事の内容を取り組
むことができるものに変えた

これまで担当したことがない
仕事に必要な技能や知識を教
えたり、訓練したりした

仕事に取り組みやすい環境、
設備を整えた

⼀緒に働く上司や同僚に、あ
なたの状況を説明し、サポー
トするよう理解を求めた

仕事の効率の良い取り組み⽅
や上司や同僚とのコミュニケ
ーションについて関係機関や
ジョブコーチなどのサポート
を受けられるようにした

関係機関(就労⽀援機関や病
院、グループホームなど)が参
加する会議を開いて解決策を
話し合った

仕事の内容についてあなたと
定期的に（毎年など）相談・
⾯接した

体調・健康状態を確認し、健
康でいられるようアドバイス
をした



働く時間を少なくした

あなたが希望すれば昼休みや
中休み以外に休憩を取った
り、通院するための休みを取
れるようにした

その他 特に対応はしなかった

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

職場が対応した内容について具体的に⼊⼒してください



問17．「以前と⽐べて仕事ができなくなったこと」がきっかけで仕事の内容が変

わった⽅にお聞きします。仕事の内容が変わる前にあなたが担当していた主な仕事

と変わった後にあなたが担当することになった主な仕事の内容を記⼊してくださ

い。

仕事の内容が変わる前に担当した主な仕事  例）お客様の対応、商品を並べ
る、在庫管理

仕事の内容が変わった後に担当した主な仕事  例）パソコンを使う事務作業

戻る 41% 次へ



問18．「以前と⽐べて仕事が できなくなったこと」について あなたや職場が対応

した時に、協⼒した職員、⽀援機関等について、あてはまるもの全てを選んでくだ

さい。

【いくつでも選べます】

社会保険労務⼠
職場の産業医、看護師、保健
師など

企業在籍型ジョブコーチ 
（会社にいるジョブコーチ）

ハローワーク

障害者就業・⽣活⽀援   
センター

障害者職業センター

基幹相談⽀援センター、相談
⽀援事業所

就労継続⽀援事業所

就労移⾏⽀援事業所 市区町村の就労⽀援センター

病院（主治医など） グループホーム

その他
協⼒してくれた職員、専⾨
家、⽀援機関はない



「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

協⼒した職員、専⾨家、⽀援機関について具体的に⼊⼒してください



問19．今の会社で働き始めてから今までに、あなたが経験したことについて、あ

てはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

同じ会社の中で、勤務地が別
の場所に変わった

勤務地は変わらないが、所属
する部や課が変わった

仕事の内容が変わった
仕事のリーダー的役割を任さ
れた

昇進・昇格した 降格した

正社員以外の⽴場から正社員
になった

正社員の⽴場から正社員以外
になった

給料が上がった 給料が下がった

休職した あてはまるものはない

戻る 46% 次へ



問20．あなたの「将来、こんな⼈になりたい・こんな⾵に働きたい・⽣活した

い」という将来の希望・考えを下の枠の中に⾃由に⼊⼒してください。将来、どん

なことができる⼈になりたいですか。どんな仕事に挑戦してみたいですか。どんな

ことを達成したいですか。どんな⽣活を送りたいですか。

例︓後輩から慕われる先輩になりたい。定年まで勤めたい。管理職になりた
い。○○をつくる仕事に挑戦したい。仕事だけでなく趣味を楽しむ時間を⼤切
にしたい。現状のまま できるだけ⻑く働きたい。

あなたの将来の希望、考えを⾃由に⼊⼒してください

戻る 49% 次へ



問21．あなたが今、勤めている会社で、以下の①から⑧の取組が⾏われることに

なったとしたら、あなたは参加してみたいですか。もし、あなたが今、勤めている

会社でその取組を⾏っていない場合でも、今後、取組まれることになったとした

ら、あなたが参加してみたいかどうかについてお答えください。以下の①から⑧の

取組のそれぞれについて、「参加したい」「今は参加したいという気持ちはない」

のどちらかを選んでください。

【それぞれの質問について１つずつ選べます】

 参加したい 今は参加したいとい
う気持ちはない

①  スキルアップ研修︓ うまく仕事を
する⽅法や新しい技能や知識を学ぶ研
修

②  キャリアプランニング研修︓ あな
たが⽬指す将来像（こんな⼈になりた
い、こんな⽣活を送りたい等）をはっ
きりさせ、その希望を実現するための
研修

③  マネープランニング研修、相談︓ 
あなたが定年で仕事をやめた後、あな
たが希望する⽣活を送るためのお⾦の
貯め⽅、使い⽅を学べる研修や相談の
場

④  キャリアカウンセリング︓ キャリ
アコンサルタントやあなたの上司に、
あなたの将来の希望を叶えるための働
き⽅について相談する場

戻る 51% 次へ



 参加したい 今は参加したいとい
う気持ちはない

⑤  ⾃⼰啓発のための⽀援︓ 新しい技
能を⾝に着けるための活動にかかるお
⾦をすべて、または⼀部、会社が出し
てくれたり、活動に参加するための休
暇を与えてくれる制度

⑥  職業能⼒の定期的なアセスメント︓ 
職場であなたがどれだけ⼒を出せてい
るかを定期的（毎年など）に評価し、
あなたの⼒をより引き出すための⼯夫
を考える場

⑦  メンター制度︓ 先輩に仕事や個⼈
的な問題を相談できる制度

⑧  ⽬標管理制度︓ あなたの仕事の⽬
標を決めて、定期的（毎年など）に⽬
標達成できているかを上司が評価し、
評価がよければ給料やボーナスが上が
る制度

51%



問22．これからも今の会社で働き続けたいかどうかについて、あてはまるもの１

つを選んでください。契約期間が定められたお仕事につかれている⽅は、もし、契

約期間の定めがなかったとしたらどうしたいか、についてお答えください。

【１つだけ選べます】

機会があれば他の会社で働
いてみたい

今の会社をやめたい

今の会社で働き続けたい
今の会社をやめたい／会社
を変えたいが、今の仕事を
続けるしかない

戻る 54% 次へ



問23．「機会があれば他の会社で働いてみたい」または「今の会社をやめたい」

理由について、あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

仕事内容に不満があるから
給料やボーナスに不満がある
から

労働条件（給料やボーナス以
外）に不満があるから

職場の上司や同僚との⼈間関
係がうまくいっていないから

会社の将来に不安を感じるか
ら

結婚・出産・育児のため、今
の会社で働き続けることが難
しいから

親などの介護のため、今の会
社で働き続けることが難しい
から

⾊々な会社で経験を積みたい
から

あなたの⼒や働きぶりが職場
できちんと認められていない
から

あなたが⽬指す将来像に近づ
くための経験を積めないから

希望するサポートが得られな
いから

体⼒がもたないから



病気、けがのため、今の会社
で働き続けることが難しいか
ら

その他

あてはまるものはない

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

今の会社をやめたい・変えたい理由について具体的に⼊⼒してください



問24．「今の会社で働き続けたい」理由について、あてはまるもの全てを選んで

ください。

【いくつでも選べます】

仕事内容に満⾜しているから
給料やボーナスに満⾜してい
るから

労働条件（給料やボーナス以
外）があなたにあっているか
ら

職場の上司や同僚との⼈間関
係がうまくいっているから

会社の将来に希望を感じるか
ら

あなたの⼒や働きぶりが職場
できちんと認められているか
ら

あなたが⽬指す将来像に近づ
くための経験を積めるから

希望するサポートが得られる
から

他の会社があなたを雇ってく
れるかどうか不安だから

その他

あてはまるものはない



「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

今の会社で働き続けたい理由について具体的に⼊⼒してください



問25．「今の会社をやめたい／会社を変えたいが、今の仕事を続けるしかない」

理由について、あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

今の会社をやめる／会社を変
えることを家族から反対され
ているから

他の会社があなたを雇ってく
れるかどうか不安だから

他の会社の仕事をこなせるか
どうか不安だから

他の会社の上司や同僚とうま
くやれるかどうか不安だから

応募できる求⼈が⾒つからな
いから

⽇々の⽣活を送るのに精いっ
ぱいで会社をやめる／会社を
変える⼿続きを進める余裕が
ないから

今の会社をやめる／会社を変
えることで経済的に⽣活が苦
しくなるから

今の会社と同じようなサポー
トを他の会社で受けることが
できそうにないから

その他 あてはまるものはない



「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

今の会社で働き続けるしかない理由について具体的に⼊⼒してください



定年で仕事をやめた後のあなたの⽣活についてうかがい

ます

問26．あなたはいつまでも働けるとしたら、何歳くらいまで働きたいですか。あ

てはまるもの１つを選んでください。

【１つだけ選べます】

〇〇歳くらいま
で働き続けたい      
➡ ○○の部分
は次の画⾯で⼊
⼒します

年齢に関係な
く、働けるう
ちはいつまで
も働きたい 

わからない

戻る 65% 次へ



問27．会社を定年でやめた後、あなたはどのような⽣活を送りたいですか。あて

はまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

（注１）就労継続⽀援A型事業所とは、雇⽤契約を結んだ上で、働くために必要な知識と能⼒を⾝につけるための訓練
を⾏う事業所

（注２）就労継続⽀援B型事業所とは、雇⽤契約を結ばすに、働くために必要な知識と能⼒を⾝につけるための訓練を
⾏う事業所

⾃分の趣味（旅⾏など）に時
間を使いたい

家事や家族の世話（⼦育て、
孫の世話、介護）に時間を使
いたい

ボランティアや地域の活動、
⾃分と同じように障害のある
⼈たちの団体の活動に時間を
使いたい

定年まで勤めていた会社に再
雇⽤されたい、または、 別の
会社で働きたい



就労継続⽀援A型事業所 (注1)
で働きたい

就労継続⽀援B型事業所 (注2)
で働きたい

その他
仕事をやめた後、どのような
⽣活を送りたいか、わからな
い

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

どのような⽣活を送りたいか具体的に⼊⼒してください



問28．会社を定年でやめた後の⽣活について、以下の①から⑥の項⽬は、どのく

らい不安ですか。①から⑥のそれぞれの項⽬につき、「全く不安でない」「あまり

不安でない」「やや不安」「とても不安」の中からあてはまるもの１つを選んでく

ださい。

【それぞれの質問について１つずつ選べます】

 全く不安
でない

あまり不安
でない

やや不安 とても不安

①  ⽣活するのに⼗分な貯⾦
があるかどうか

②  ⽣きがい、やりがいを⾒
つけられるかどうか

③  時間をどう使うか決めら
れるかどうか

④  ⽼後を⼀緒に過ごす⼈が
いるかどうか

⑤  地域の集まり等、社会と
のつながりがあるかどうか

⑥  健康で過ごせるかどうか

戻る 73% 次へ



問29．あなたが年をとっても、安⼼して働き続つづけることができ、なりたい⾃

分に成⻑するために会社や社会からサポートしてもらいたいことはありますか。

あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

今 勤めている会社の定年年齢
を引き上げたり、定年になっ
ても再び雇ってほしい

体に⽀障（⾒えにくい、聞こ
えにくい、階段の上り下りが
きついなど）があっても働き
やすい職場にしてほしい       
（掲⽰物の⽂字を⼤きくす
る、雑⾳を少なくする、スロ
ープや⾃動ドアを設置するな
ど）

職場で⾃分が成⻑できる経験
を 積むことができ、会社の役
に⽴ち続けることができるよ
うなキャリアプランを会社や
⽀援者と共有したい

会社で働きながら、経験した
ことのない仕事についての技
能・知識を学ぶことができる
仕組みをつくってほしい

⾼齢でも雇ってくれる会社が
増えてほしい

就労継続⽀援A 型事業所の年
齢制限をなくしてほしい



障害者も利⽤しやすいシルバ
ー⼈材センターをつくってほ
しい

定年で仕事をやめても地域の
⼈々と交流できる居場所がほ
しい

その他

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

社会や会社からサポートしてもらいたいことを具体的に⼊⼒してください



あなたの家庭の状況についてうかがいます

問30．あなたは現在、家族と⼀緒に住んでいますか。あてはまるもの１つを選ん

でください。

【１つだけ選べます】

はい いいえ

戻る 78% 次へ



問31．「あなた」の⽣活に必要なお⾦（⾷事代、⾐服代、電気代、⽔道代など）

は、どこから出していますか。あてはまるもの全て選んでください。あなたが家族

と⼀緒に住んでいる場合は、「あなた」と「あなたが⼀緒に住んでいる家族」の⽣

活に必要なお⾦はどこから出しているか、あてはまるもの全て選んでください。

【いくつでも選べます】

あなたの給料 あなたの障害年⾦

あなたの親の給料 あなたの夫や妻の給料

あなたの⼦どもの給料 ⽣活保護費

あなたの親の年⾦ その他

分からない

「その他」を選んだ⼈はその内容を具体的に⼊⼒してください。

⽣活費をどこから出しているか具体的に⼊⼒してください

戻る 81% 次へ



81%



問32．「あなた」の現在(回答時点)の 家計(家族が暮らしていくための費⽤)の状

況について、どのようにお考えですか。あてはまるもの１つを選んでください。あ

なたが家族と⼀緒に住んでいる場合は、「あなた」と「あなたが⼀緒に住んでいる

家族」の家計の状況について、あてはまるもの１つを選んでください。

【１つだけ選べます】

家計にゆとりがあり、まっ
たく⼼配なく暮らしている

家計にあまりゆとりはない
が、それほど⼼配なく暮ら
している

家計にゆとりがなく、少し
⼼配である

家計が苦しく、とても⼼配
である

分からない

戻る 84% 次へ



問33．2021年4⽉ から 2024年3⽉ までの３年間で、あなたやあなたが⼀緒に暮

らす家族に起きた出来事について、あてはまるもの全てを選んでください。

【いくつでも選べます】

あなたの給料から⽣活費を出
す家族が増えた

あなたの給料から⽣活費を出
す家族が減った

⽣活費を稼ぐ家族が増えた ⽣活費を稼ぐ家族が減った

あなたが親から離れて暮らし
始めた（親が亡くなった場合
も含む）

あなたが障害年⾦をもらい始
めた

あなたが障害年⾦をもらうこ
とができなくなった

あなたが病気やけがで1か⽉以
上の⼊院をした

あなたが病気やけがを治すた
め病院に通うようになった

あなたが家族の介護（⾷事や
お⾵呂、トイレなどの⼿伝
い）をするようになった

あてはまるものがない

戻る 86% 次へ



問34．あなたはこの調査に回答するときに、誰かに⼿伝ってもらいましたか。ど

ちらかを選んでください。

【１つだけ選べます】

⾃分で回答した 他の⼈に⼿伝ってもらった

「他の⼈に⼿伝ってもらった」を選んだ⽅は、回答を⼿伝ってもらった⼈と「あな

た」との関係を具体的に⼊⼒してください。

例︓ ⽗、⺟、友達、会社の⼈、⽀援機関の職員など

戻る 89% 次へ



インタビューにご協⼒いただける⽅を探しています。

このアンケートで答えていただいたことについて、あなたからもっとくわしくお話

をお聞きしたい場合、あなたに連絡をしてもよろしいでしょうか。どちらかを選ん

でください。

【１つだけ選べます】

はい いいえ

 

戻る 92% 次へ



以下の数字をメールの件名の箇所に⼊⼒し、次のメールアドレス

（ssdiv@jeed.go.jp）に送信してください。

0

すぐにメールを送れない場合は、後でメールを送るときのために、上記の数字をメ

モしてください。または、この画⾯のスクリーンショットをとっておくと便利で

す。

メールの本⽂には以下の①から③の情報をご記⼊ください。

 ① お名前

 ②「電話」「メール」「郵便」のうち、希望する連絡⽅法

 ③ 上の②で「電話」を選んだ⽅は電話番号をご記⼊ください。

  「郵便」を選んだ⽅は住所をご記⼊ください。

  「メール」を選んだ⽅は空欄で結構です。

・メールでいただいた個⼈情報（お名前、ご連絡先など）はお話をお聞きする場合

 の連絡だけに使い、本研究を担当する研究員以外の⼈が⾒ることはありません。

・メールをお送りいただく際は、くれぐれも宛先のメールアドレスが間違っていな

 いかどうか⼗分に気を付けてください。

戻る 95% 次へ



ご回答いただいた内容は、以下でお間違えありませんか︖

修正する場合は、下の「戻る」ボタンで任意の画⾯まで戻っ

て回答し直してください。

プレビュー機能のため回答内容は表⽰されません

戻る 97% 次へ



これで調査は終わりです。ご協⼒ありがとうございました。

あなたのご回答は、障害のある⼈が「⻑く働ける」「成⻑で

きる」職場づくりをサポートするために活⽤させていただき

ます。   


